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ブレイク詩における境界侵犯  
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わたしたちを他人からへだてているものほ，わたしたちの肉体である。自己  

と他者は，それぞれの肉体という境界線によってはっきりと分離し，ふたつの  

個体として存在する。もし境界線をこえて，ふつたの存在が混じりあうような  

ことがおこると，存在ほ個体であることを失って死に直面しさえする。D．H．  

ロレンスはそうした混じり合いによる死をつぎのように要約している。  

TIle Centrallaw of allorganjcljfei5 t土はt eac血organi8mi5  

intrinsicallyisolate and singleinitself．  

The momentitsisolation breaks down，and there comes an  

actualmixing and conf11Sion，death setsin．  

Thisis true of everyindividualorganism，from man to amoe・  

ba．（1）  

人間存在が本質的に孤立しているという考えは，ブレイクの「生殖界」  

（the Generation）と名づけられた社会の基本原理でもある。その社会は，／1  

ラバラの人間の集まりだから，「多」として形容される。人間たちがひとつに  

結合して「一」の状態になることのない社会である。『ジェルサレム』の冒頭  

でアルビオンが，「われわれは一（One）でほない。多（Many）なのだ」（4葉  

23行）（2Jといっているのは，彼がその時点で「多」を基本原理とする社会に生  

きているからだ。  

「多」の社会は，肉体に最大の重要性が与えられた社会である。ブレイクは，  

人間がどれはど肉体に執着しているかを痛感し，そうした執着を詩のなかに描  

き出そうとした。しかし彼ほ同時に，肉体を超越する方法を提示することにも   
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腐心した。その方法のひとつとして，驚くような構想がたてられた。それほ，  

肉体の境界線をこえて相手の体のなかへ入ることによって，相手との交感をは  

たそうとするものだ。ロレンスのいう死に直面する危険な行為，それをあえて  

することだ。相手の体に入るという，この境界侵犯の行為が，どのように実践  

され，またどんな言葉で語られるのか，そうした問題を考察していきたい。  

7レイクの猿  

ブレイクが手づくりで完成させた彩色版画本のなかに，『天国と地獄の結婚』  

がある。この作品のまえには，『セルの吾』と『無垢の歌』がつくられている  

が，どちらも詩作品である。またあとにも，『経験の歌』や『アルビオンの娘  

たちのヴィジョン』などが続き，『ジェルサレム』という傑作にいたるのだが，  

いずれも詩作品である。そんななかでゆいいつ散文作品であるのが，この『天  

国と地獄の結婿』だ。この散文作品のなかに，肉体が主要テーマとして出て  

くるが，まず作品のタイトルの意味をあきらかにしておきたい。   

タイトル『天国と地獄の結婿』は，スウェーデソポルダの『天国と地獄とそ  

れらの不思議』を意識的にこだませているようだが．ここではスウェL・一デソポ  

ルダとの比較は行わない。タイトルの意味は，文字どおり，「天国」と「地猥」  

という相反するものの合体・調和（すなわち結婿）と考えられてきた。そして  

作品のはじめに出てくるあまりに有名になった文句，「相反するものなしには  

進歩はない。魅力と嫌悪，理環とエネルギー，愛と憎しみ，それらは人間の存  

在に必要なのである」（3葉）でいわれている「相反するもの」の代表選手が，  

この「天国」と「地獄」だろうと考えられてきた。しかし，作品は両者の結熔  

を祝福しているのではない。結婚を祝福するどころか，地獄の賛美歌を歌い，  

天国の排斥宣言をしているのである。天国＝「善」というカテゴリーに属する  

ものを，至高の地位から引きずりおろし，かわりに地獄＝「悪」に属するもの  

のなかに価値を見出して，読者を驚かせてしまうのである。   

ブレイクが「天国」という語を用いても，どの程度まで天国なのか，むしろ  

地獄という意味なのではないか，と考えこんでしまう。そして天国でも地獄で  

もどちらの言葉でもよかったのではないか，というところまで思いいたる。  

「きれいは汚い，汚いはきれい」という『マクベス』の魔女たちの言葉の価値  

転換が，とても明白におこっているのが，『天国と地獄の結腐』なのだ。   

ブレイクの言葉ほ，使われる場所場所によって，その意味が自由自在に変化   
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する。「肉体」という言葉（sign）が使われていても，それはいつも同じ意味  

（meaning）をもたされているわけでほない。その言葉がさす事物（object）で  

もいつも同じというわけではない。ブレイクの言語がむずかしいのは，この  

Sign とmeaning と objectの関係が固定されていないところにある。わた  

したちが問題にしている「肉体」という語は，ブレイクの詩のなかでは，まっ  

たく異なったふたつのものを平気でさしてしまう。まず，わたしたちの体，肉  

のかたまりをさす。いわゆる物質的なモノとしての肉体である。この意味で使  

われた典型的な「肉体」の例が，あとで見る猿たちのおう吐をもよおしそうな  

場面に出てくる。つぎになんの前触れもなく，精神的なものが同じ肉体という  

言葉によってさされる。非物質的な，非肉体的なものがさされるのである。肉  

体は魂なのだ（ただし五官によって知覚された魂の部分）と定義されるにいた  

っては，肉体という言葉ほいわゆるモノとしての肉体をこえてしまう。という  

より，肉体と対立するようになる。ひとつのSignのなかに対立するような  

meaningsがつめこまれれば，混乱はまぬがれえないだろう。  

『天国と地獄の結婚』の悪魔は，魂と同質の肉体を賛美する。わかりやすく  

箇条書きに整理してくれながら。  

AllBibles or sacred codes．have been the causes of the follow＿  

ing Errors．  

1．That Man has two realexisting princIPles Viz：a Body＆  

a Soul．  

2，That Energy．called Evil．is alone from the Body，＆that  

Reason．called Good．is alone from the Soul．  

3，That God wi11torment Manin Eternity for fo1lowing his  

EnergleS．  

But the fo1lowing Contraries to these are True  

l・Man has no Body distinct from his Soulfor that calld  

Bodyis a portion of Souldiscernd by the five Senses，the chief  

inlets of Soulin this age  

2．Energyis the onlylife andis from the Body and Reason  

is the bound or outward circumference of Energy．  

3．Energyis EternalDelight  

（T加〟αγγfαgg qr月ゼαがg兜α〃d月ゼ〃4）   
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みごとなエネルギー賛歌である。「エネルギー」れ その発露としての「肉体」  

が，悪魔によって賛美されている。唯一の生命力であり，永遠の喜びである「エ  

ネルギー」を束縛し，限定してしまおうとするのが「理性」だ。「エネルギー」  

や「肉体」は生命の息吹を人間にもたらしてくれるものだ，いっぽう「理性」  

ほそうした生命力を枯渇させてしまう。悪魔は，「よいのほ天国であり，悪い  

のは地獄である」という伝統的な固定観念から人間を解放して，あふれる「エ  

ネルギー」にしたがって生きることを教えてくれるのである。   

こうした悪魔によるエネルギー賛歌のあと，『天国と地獄の結婿』ほ五つの  

「忘れえぬ空想」なるものを記録していく。ただし一番目と二番目の「忘れえ  

ぬ空憑」のあいだに，長い「地獄のことわざ」というセクショソが入ってい  

る。ことわざは67個も連ねられていて，それを連ねている語り手本人もさいご  

には「もうたくさんだ！いや多すぎた」と食傷ぎみである。これらのことわぎ  

は，語り手が地獄を歩きまわっているあいだに収集したもの，ということにな  

っている。やほりエネルギーや生命力を賛歌して，束縛となる理性を非難した  

ものが多い。たとえば「慎重さほ，無能に愛された醜悪な金持ちの老婆である」  

「欲望していながら行動しない老ほ，疫病をはびこらせる」「女性の裸体は，  

神の作品である」「よどんだ水には毒があると思え」など。「地獄のことわざ」  

はあまりにも強烈な印象を読者に残すので，これらのことわざが『天国と地獄  

の結婚』の主要部分だと考えてしまうこともあるだろう。しかし悪魔の価値観  

を知るための，ほんのひとつの情報にすぎない。  

猿たちの社会  

さてわたしが取りあげたいのほ，「忘れえぬ空想」の四番目である。ここで  

ほ語り手の「わたし」が天使と議論することになる。まず天使がやって乗て，  

「わたし」を愚かな人間だとなじる。「私」の未来を非難する天使に向かって，  

ではどちらの運命が好ましいのか，一緒に考えようじゃないか，という「私」  

の提案から，この物語は始まる。   

天使が「わたし」の運命を眼前に展開してみせる。恐るべきリヴァイアサン  

の頭があらわれ，怒り狂ってこちらに進んでくる。まるで地獄絵のような光景  

だ。しかし，そんなものは君の頭のなかからつくり出されたにすぎない，と平  

然としている「わたし」ほ，今度ほ天使を「わたし」の空想のなかへと引きず  

りこむ。この空想というのが，猿たちのこっけいな，しかしゾヅとする社会に   



相手の体に入ること  

ついてである。天使のリヴァイアサンにヒントを得たのか，トマス・ホップス  

の『リヴァイアサン』に措かれている社会の状態そっくりなのである。猿たち  

はつぎのように描かれている。  

The weak were caught by the strong and with agrinningaspect，  

first coupled with＆then devourd，a helpless trunkL this after  

grinning＆kissingit with seeming forldnesstheydevourd too．  

（Tカβルrαけgαgg（ゾガβαぴg抑α抑d月ゼgJ20）  

墟いものは弱いものを抱擁したりキスしたりして，あたかも愛情をそそいでい  

るようなふりをしながら，じつは食いつくすのだ。それは偽善と貪欲に満ちた  

社会であり，弱肉強食の社会である。   

この社会は，教会と関係があるらしい。なぜなら，この猿たちの光景がくり  

広げられる場所は，「厩」つきの「教会」のなかの「祭壇」のうえだからだ。  

もっとくわしくいうなら，「祭壇」のうえに置かれた「聖書」のなかである。  

「聖書」を語り手が開くと，それが「深い穴」になり，語り手と天使が飛びこ  

む。なかには七つの家があったが，そのうちのひとつの家で猿たちのすさまじ  

い光景を目撃したのである。すると猿たちの社会は，キリスト教会の社会を反  

映したものということになる。偽善と貪欲にみちた教会社会。それをあばかれ  

た天使ほ怒る一「おまえの空想にだまされた。恥を知れ」（20菓）。   

怒る天使は，しかしやがて悪魔の言葉に真実性を見出すようになる。悪魔ほ，  

イエス・キリストのことを天使に語る。イエスほ十戒を破ったはずだ，安息日  

を守らなかったり，姦通の罪をおかした女のために法を無視したり。イエスの  

ように十戒を破ったところから美徳は生まれるのだ，理性によって厳格にとり  

しきる態度から生まれるのではない。このようiこ悪魔が述べるのを聞いて，天  

使は改心する。そして燃えさかる炎につつまれた悪魔を抱擁して，みずからも  

悪魔になるのである。ここには天使と悪魔の合体がある。しかしそれほ天使が  

悪魔に生まれ変わるための合体であって，両者が調和をたもつというようなも  

のではない。悪魔の，地獄の勝利なのである。ふたつの選択肢のうちどちらか  

ひとつだけを選ぶという Either／Orの態度ほ，ブレイク詩に一貫して見られ  

る。それは『ジェルサレム』において，ジーザスの主義をとるかスペクターの  

主義をとるか，という二者択一をアルビオンに（そして読者に）せまるところ  

にも，明白にあらわれている。   
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さて悪魔に変身した天使ほ，語り手の親友になって，ふたりでいっしょに聖  

書を「地獄的なあるいは悪魔的な」読みかたで読む計画をたてる。さらに，語  

り手は「地獄の聖書」を所有しているという。それをわたしたち読者は見せて  

もらえるようだ－「望もうと望まぎるとにかかわらず，みんなほそれ〔地獄  

の聖書〕を手に入れるだろう」（24菓）。この「地獄の聖書」がなんであるのか，  

語り手は打ち明けない。ただ，ブレイクが書き続ける詩作品全体が，この「地  

獄の聖書」なのでほないか，と推測するのほあたっているだろう。聖書を「芸  

術の偉大な模範」とよんだブレイクほ，詩作のさい聖書を意識していただろう  

し，その聖書は天国＝天使の聖書でほなく，地獄＝悪魔の聖書となるはずだか  

ら。つまり物質としての肉体ではなく，エネルギーや生命力の源としての肉体  

を賛歌する毒となるほずなのだから。   

ブレイクの「肉体」ほ生命力としてあふれ出て，物質としての肉体を超越す  

る。いっぼう「忘れえぬ空想」の猿たちにとっては，物質的肉体が生きる基盤  

となる。彼らは他者の肉体を食いつくすことによって，臼己の強大さをほこ  

り，その勢力範囲を拡大していく。彼らの戦いは肉体の戦いであり，彼らにと  

って肉体は自己そのものである。   

肉体を自己と同一視するのは，「忘れえぬ空想」の猿たちだけでほない。十  

八世紀の思想家メアリ・ウルストンクラフトは，自分を維持しようとする性癖  

について述べるとき，自己を肉体に置きかえているのである。  

Self・preSerVationis，literalleyspeaking，the firstlawof nature；  

and that care necessary to support and guard thel）Odyis the  

first step to unfold the mind，andinspireamanlyspiritofinde・  

pendence．（3）   

ウルストンクラフトほ「自己維持」（5βぴpreservation）という言葉を，「肉体  

を維持し保護する」（to support and guard the bo4y）というようにいい直  

している。「自己」（self）と「肉体」（the body）とは交換可能な言葉なので  

ある。   

ブレイクはこの自己＝肉体の等式について，彼が「生殖界」と名づけた世界  

では成立するというだろう。その世界では，「人間ほスペクターかセイタンに  

生まれついていて，まったく邪悪なのだ」（『ジェルサレム』52葉）が，そのス  

ペクターとかセイダインとよばれる存在が，いわゆる肉体を最優先する生きか   
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たを具現しているのだ。  

The Negationis the Spectre；the Reasoning Powerin Man  

ThisisafalseBody：anIncrustationovermy［Milton’s］Immortal  

Spirit；a Selfhood which must be put off＆annihilated alway．  

（〃オ〟07！40［46］．34－36）  

スペクターは「肉体」そのものだと定義されている。わぎわぎ「偽りの」肉体  

とことぉってあるから，ブレイクが理想とする肉体＝生命力ではなく，それと  

は反対の物質的な肉体であることはあきらか。あの猿たちほ，するとこのスペ  

クター的存在だといえるわけだ。   

スペクターはさらに，「外皮」とよばれている。「外皮」というのは，おおい  

包むものである。中身を保護することもあれば，中身を隠したり束縛したりし  

て動きを妨害することもある。ブレイクにとって「外皮」はつねに後者の意味  

しかもたない。それは真の姿を隠してしまう邪魔ものなのだ。ブレイクは「外  

皮」を比喩として好んで用いる。人間の精神をおおう外皮が肉体であり，その  

肉体をおおう外皮が衣服，というく、’あいに。どちらの外皮もー衣服も肉体も  

ーぬぎ捨てられるべきものである。  

「外皮」ほ自分の真の姿をおおってしまうばかりではない。他人をおおい包  

んでしまうこともある。他人をおおってしまうことは，他人を自分の勢力下に  

おくことのようだ。『ミルトソ』のなかでミルトンがそれを説明している。  

Satan！my Spectre！Iknow my power thee to annihilate  

And be a greaterin thy place，＆be thy Tabernacle  

A coverirlg for thee to do thy will，tillone greater co血eS  

And smites me asIsmote thee＆becomes my covering■  

Such are the Laws of Eternity that each shallmutually  

Annihilate himself for others good，aSIfor thee，  

（」机Jわ氾38［43］．29－34）  

ミルトンが「外皮」のからくりを説明している相手ほ，スペクターである。他  

者の「外皮」になってl∃己の勢力をのばしていくことは，放棄すべきだとミル  

トンほ説いている。だれかの「外皮」になって勝ちはこったとしても，やがて   
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自分より強い暑がやってきて，今度はその者が自分の「外皮」になって勝ちほ  

こるだけだ。そんなつまらない「外皮」の争いほ，やめるべきだ。そう主張す  

るミルトンが，「外皮」の法則のかわりに提案するのほ，「永遠の法則」とよは  

れるものである。  

「永遠の法則」は「たがいに相手のために山分自身を消滅させあう」こと，と  

ミルトンはうえの引用文で述べている。この「法則」がブレイク詩の一とく  

に後期の詩の一中核をなしている。「自分白身を消滅させ」ることほ，わた  

したちが考察した「肉体」の問題ともからみ合ってくる。自分自身の消滅とは  

どのようなものかが，これからのわたしたちの議論の焦点になっていく。  

ミルトンの決断  

自己の消滅ほ，ロマン派の基本的姿勢に反しているのではないか，という疑  

問がまず浮かんでくる。なぜなら，ロマン派は自己を謳歌したはずなのだか  

ら。ワーズワスの『序曲』の声高の自己賛歌をみるとよい。意気消沈の谷間は  

あっても，けっきょくほ舞いあがるのだ。コウルリソジにしても，クプラ・カ  

ーンの宮殿よりもりっばなものがつくれるかもしれないとワクワクしたとき，  

やほり自負心にみちていたのではなかったか。キーツほナイチンゲールととも  

に飛翔できる自分の想像力を歌っているし，シェリーほ美＝詩神につかえる能  

力のある自分をひそかにほこっている。   

ところがブレイクは，猿たちに象徴されるおぞましい自己＝＝外皮を取りのぞ  

くことを，詩の使命としている。これではたしかに，自己の賛歌の逝だ。しか  

し注目したいのほ，外皮の取りのぞき作業という自己の抹消作業が終了したあ  

とにおこることである。外皮が消滅すると，そこからは「聖なる人間性」とい  

う真の自己があらわれる。だから自己の消滅をブレイクが唱えれば唱えるほど，  

其の自己への賛歌が聞こえてくるわけだ。逆説鮨だが，ブレイクほスペクター  

的自己の抹消作業に従事することによって，やはり（真の）自己の賛歌をかな  

でているのである。ブレイクが『ミルトン』でやったことは，この裏の自己の  

賛歌にはかならない。   

さて，悪しきスペクター的自己を取りのぞくために，ミルトンはなにをした  

か。自分のスペクター＝セイタン性に気づいたミルトンは，まずひとつの象徴  

的行為を行う。自分が永遠界で着ていた衣服をぬぎ捨てるという行為。   
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TheJIMjlton rose up froエロthe heavens of Albion ardorous！  

The whole Assembly wept prophetic，Seeingin Miltons face  

Andin hislineaments divine the shades of Death＆Ulro  

He tookoff the robe of the promise，＆ungirded himself from  

the oath of God．  

AIld Mi】toJ15aid，Igo to EとernaユDea沌J  

（几すぎ〃0弗14［15］．10－14）  

この衣服はただの衣服ではなく，神との結びつきを示す「約束された衣服」で  

ある。これをぬぎ捨てることは，神との「苦い」を破ることなのだ。その行為  

は，『天国と地獄の結婚』の悪魔流にいえば，ちょうどイエス・キリストが十  

戒というおきてを破ったことに通じる。ミルトンは「誓い」を破ることによっ  

て，永遠界の「天使」（偽善的存在）の座を捨て，「永遠の死」とよばれる世界  

へ「悪魔」（真実を語る存在）としてこれから旅立つのである。   

衣服はあくまでも衣服であり，人間そのものではない。「外皮」であり，真  

の姿をおおい隠してしまうものである。ミルトンが衣服をぬぎ捨てて裸体を露  

呈する瞬間ほ，16菓全ページを占めるイラスト（囲1参照）として描写されて  

いる。そこでのミルトンはじつに神々しく輝き，頭に後光までさしている。   

しかし，この輝かんはかりのミルトンの「顔」や「神々しい輪郭」に，永遠  

界の人々は「死の影」（14［15］葉12行）を見る。そしておびえて身震いする－  

「永遠界は永遠の死のイメージ〔ミルトン〕に身震いした」（14［15］菓35行）。  

詩行には，永遠界の人々がミルトンに読みとる「死の影」が描写されている。  

しかしイラストに措かれたミルトンには「死の影」のかけらもない。脱衣の行  

為をするときの，あふれんばかりの輝きがあるだけだ。ここにイラストと詩行  

のギャップがある。永遠界の人々の耳や目をかりることなく，わたしたち自身  

が直接イラストによって観察したミルトンの姿を信じるべきかどうか。そうこ  

う考えるうちに，永遠界に安住する人々にたいするかすかな不信が，わたした  

ちの胸をよぎる。彼らがミルトンにみた「死の影」は，ひょっとしたら永遠界  

の人々の気持ちの投影なのかもしれない。わざわぎ神の衣服をぬぎ捨てて永遠  

界を去るだなんて，そして7ルロ界とよはれる死と堕落の世界へ降りていくだ  

なんて。恐ろしい行為をするミルトンが，永遠界のしあわせな人ぺにとっては，  

不吉な死や堕落のイメージでとらえられてもおかしくない。永遠界の人々ほ，   



今 泉 容 子   



相手の体に入ること  

『天国と地獄の結婿』における改心まえの「天使」に相当するのかもしれない。  

そしてミルナンはもちろん「悪魔」に。ブレイクのコメントを思い出してみよ  

う－「ミルトンは天使や神について書いたときは，手かせをはめられて書き，  

悪魔や地獄について書いたときほ，のびのびと書いた。それほ彼が真の詩人で  

あり，知らず知らずのうちに悪魔の仲間だったからだ」（『天国と地獄の結婚』  

5菓）。   

衣服をぬぎ捨てて出発準備のととのったミルトン。彼がこれから入ろうとす  

る「永遠の死」の世界は，アルロ界ともよはれるが，それほさらに「アルビオ  

ンの大陸」とか「植物性のこの地球」（14［15］菓4041行）に置きかえられる。  

「植物性」は，ブレイクが多用する言葉で，物質的と同義である。物質的肉  

体を中心にしてものごとが動き，スペクター的人間たちにはびこられている世  

界が，なんとわたしたちの「地球」だったのである。   

「地球」という「永遠の死」の世界へ入っていくミルトンが，そこで取りく  

む課題は，自分のスペクター的要素を矯正することである。  

Iin my Selfhood am that Satan：Iam that EvilOne！  

Heis my SpectreIin my obedience to Zoose h血from my fIells  

To claim the Hells，my Furnaces，Igo to EternalDeath．  

（几払仙川14［15］．30－32）  

いまセイタンとして「永遠の死」の世界で羽振りをきかせているミルトソのス  

ペクターをその状態から「解き放つ」こと，つまりスペクターをスペクター的  

でなくすること。この目的のため，スペクターとの対崎を求めて，ミルトンは  

「永遠の死」の世界へ入っていく。   

ただしその世界へ入ることが，びっくりすることに，ひとりの人間の体のな  

かへ入る行為として描写される。スペクター的世界へ入ることと，他人の体へ  

入ることが同じになってしまうなんて。Lかし考えてみれば，ブレイク詩のな  

かでひとつの行為がべつの行為にすりかわることは，しばしばおこる。他者の  

体への参入の意味を考えながら，もうしばらくさルトンのゆくえを追ってみよ  

う。   

ミルトンが入った相手ほ，地球に住む人間ブレイクである。『ミルトン』に  

おいて作者ブレイクは，登場人物のひとりとしてあらわれる。このブレイクの  

体を，ミルトンは入る場所として選んだのだ。人間がほかの人間の体のなかへ   
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入るという超自然的な現象がおこっている。なのに，幣愕もなければ動揺もな  

い。他人の体に入ることがいとも簡単に，まるであたりまえのようにおこって  

いるのである。入った瞬間のようすは，さりげなくブレイクによって語られ  

る。  

Then firstIsaw him［Milton］in the Zenith as a falling star，  

Descending perpendicular，Swift as the swallow or swift；  

And on myleft foot falling on the tarsus，enterd there；  

But from myleft foot a black cloud redounding spread over  

Europe・  

（〃∫Jわ柁15［17］．4750）  

ミルトンは「流星」となって垂直に落ちてきて，ブレイクの左足の足首に入  

る。するとその左足からは黒雲が立ち昇り，∃∵】－ロッパじゅうに広がる。不気  

味で異様な事件が，たったこれだけの叙述ですまされている。ひとりの人間が  

もうひとりの人間の体のなかへ入るということは，そもそもどういうことなの  

だろうか。   

肉体というものを，スペクター的人間は後生大事にする。自己の肉体的物理  

的拡大一精神的要素ほどんな低いレベルにとどまっていようと－こそが生  

きる目標である。権力，地位，名誉，そういったものにたいする欲望がうずま  

く。他人が接近してくると，自分に危害を加えるのではないかと警戒したり，  

敵意をいだいたり，攻撃をしかけたりする。こうした食うか食われるかのスペ  

クター的なやりかたを，ミルトソが放棄したのをわたしたちは知っている。彼  

は，相手の犠牲のうえに自分が強大になるのとはむしろ逆に，自分を相手のた  

めに抑えようとする。自分を抑えられるかどうかのテスト，それが他人の肉体  

のなかへ入るという行為である。他人の体のなかに入ることは，敵意に満ちた  

社会においては非常に危険なことである。たとえ愛情をもって入ろうとしても，  

なわばりを荒らされると解釈されて，攻撃をしむけられるかもしれないし，殺  

されるかもしれない。そうした危険をおかしても，相手の体のなかへ入ろうと  

することができるか。どれくらい「自分のみ」と思う気持ちが殺せるか。この  

テストをミルトンほ受けるのである。   

いや，ミルーンばかりではない。入られるブレイクも，同じテストを同時に  

受けることになる。自分のなかに他人が入るのをゆるすという行為もまた，自   
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我抑制の達成を測るテストになる。自分を殺害しようとして入ってくるのかも  

しれない相手を，自分のなかに迎え入れることがはたしてできるか。相手が加  

えるかもしれない危害に月分の体をさらすことができるか。ひとことでいえ  

ば，スペクター的自我のやりかたを放棄することができるか。それをブレイク  

はためされるのである。  

「わたLはあなたのなかにいる」一聖書とブレイク  

ブレイクほこの「入る」という行為を，至高の人間関係をもたらす行為とみ  

なしているようである。『ジェルサレム』でジーザスが理想的な人間関係を述  

べるとき，つぎのような言葉を使っている一「わたしはあなたのなかにいて，  

あなたはわたしのなかにいる。たがいに聖なる愛に包まれて」（『ジェルサレム』  

4菓7－8行，“Iamin you and youinme，mutualinlovedivine”）。「わた  

し」と「あなた」とほ，たがいに相手のなかに入りこむほど，浸透しあった関  

係にある。しかし“in’’は問題である。友人から－たとえ仲のよい友人であ  

っても山“Iamin you”といわれたら，わたしたちはどう感じるだろう。  

まるでその友人が，わたしたちの心の奥深いところにある秘密の部屋にまで侵  

入してくるような気がして，なにか居心地の悪い思いをするのではないだろう  

か。“In”のかわりに“with”となれば，状況はちがってくる。“Iam with  

you”といわれるなら，わたしたちほ友人のやさしさに心なごむだろう。それ  

ほど“in”という語のもつ浸透力，侵犯力は強いのである。   

理想的な人間関係をあらわすブレイクの文，“Iaminyou and youinme’  

は，じつは聖書にその類似の表現が見られる。ヨハネ福音書に‘‘yeinme，and  

Iin you”（4）というイエス・キリストの吉葉がある。ブレイクの表現と同じ  

く，「あなたがた」と「わたし」とが“in”で結ばれた関係にある。さらに少  

しあとに“Abidein me，andIin you”（5〕という表現も見られる。ふたた  

び“in”である。（もしこれが“Abidewith me”となっていたら，賛美歌に  

よくある「我がもとにとどまれ」というきまり文句と考えられるところなのだ  
が。）「あなたがた」が「わたし」のなかに入りこんでしまい，「わたし」が「あ  

なたがた」のなかに入りこんでしまう関係。この“in”の関係は，パウロがェ  

ペソびとlこ与えた書簡のなかで，もう少しわかりやすい形でく り返されてい  

る一“Christ may dwellinyourhearts by faith．”（5）すると“in’’は，キ  

リストを心のなかに宿らせるほどの信仰力をあらわしていたわけだ。パウロほ   
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コリントびとへの書簡No．2のなかでも，“in”の関係を強い信仰力と関連さ  

せている。“If any man bein Christ，heis a new creation”（7）というく■あ  

いに。キリストのなかに身をまかせるほどの信仰力をもてば，人は精神的に新  

たな誕生をむかえることができる。やがてキリストの体のなかには多くの信者  

たちが入りこみ，彼らほひとかたまりの集団となって結束していく。すなわち  

キリストの体のなかに入ることが，信者たちの結束の比喩として語られている  

のだ。パウロの言葉によれは，“We，beingmany，areOnebodyin Christ’’（8〕  

であり，“ye are a1lonein ChristJesus”〔9）である。聖書では，あくまでも  

比喩として“in”の関係が描写されているといえる。   

しかし同じ“in”の表現がブレイクによって使われると，それはもはや比喩  

でほなくなる。ブレイクの登場人物たちは，文字どおり他人の体のなかに入り  

こむのである。他人の体に入るという行為ほ，ブレイク研究においてこれまで  

注視されなかったが，とても重要な意味をもつのである。ちなみに『ミルト  

ン』という詩は，プレイグの体伽こミルトンが入ってから出るまでのあいだ  

に，ブレイクが見聞したことの記録物語である。つまり，ブレイクの体のなか  

にミルトンが入ることによってブレイクに永遠界を透視する力がさすけられて  

から，ブレイクが気絶してもとの「人間として死をまぬが九ない状態」（『ミル  

トン』42［49］葉26行）へもどるまでの物語なのである。  

『ミルトン』におけるサンダルの役割  

さて，ブレイクの体のなかへミルトン′が入った瞬間にもどろう。ミルトンが  

ブレイクの左足に入ったとき，黒雲がたちのぼった場面である。この参入事件  

ほ，少しあとにもう一一度語られる。（同じ事件をくり返し語るのは，ブレイク  

の語りの特徴であるが，くり返しというのはクロノロジカルな直線をくずし，  

時間的な前後関係をつかみにくくさせる。）二度目に語られるとき，はじめの  

語りでは言及されなかった「サンダル＿ノが登場する。  

But Milton enterlng my Foot；Isawin the nether  

Regions of theImagination；also allmen on Earth，  

And allin Heaven，SaWin the nether regions of theImagination  

In Ulro beneath Beulah，the vast breach of Miltons descent．  

ButIknew not thatit was Milton，for man cannot know   
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What passesin his members tillperiods of Space＆Time  

Revealthe secrets of Eternity：for more extensive  

Than any other earthly things，are Mans earthlylineaments・  

And allthis Vegetable World appeard on myleft Foot，  

As a bright sandalformdimmortalof precious stones＆gold：  

Istooped down＆boundit on to walk forward thro’Eternity・  

（劫軌軌川21［23］．4－14）  

ミルトンがブレイクの体のなかに入ったその場所には，「軽くサンダル」があ  

らわれたそうだ。そして「サンダル」ほ「この植物的世界のすべて」であると  

いう。「植物的」という形容詞は，ブレイクにおいてけっしてよいものではな  

く，スペクター的と置きかえられるものである。ミルトンがもたらしたスペク  

ター的な「サンダル」ほ，彼がスペクター的なものとかかわっていることの証  

拠だ。じっさいミルトンほ，悪しきスペクター的自我を取りのぞくという命題  

をかかえて，永遠界からやってきたのである。   

このサンダルを，ブレイクほ自分の足に「しっかり縛りつけ」る。サンダル  

が褒徴するスペクター的自我の問題を，自分の問題として受け入れるというこ  

とだ。彼はミルトンと一体となって，サンダルが象致する問題の解決に奮儲し  

ていくのである。   

サンダルの問題は，複雑な段階をへて解決されていく。『ミルトン』におけ  

るサンダルのはたす役割については，これまで議論されることがなかった。（10）  

しかしサンダル，あるいは靴といった履物ほ，ブレイクにとって大切な象徴とな  

っているばかりでなく，文学一般においても重要なのである。たとえば“sock”  

（かかとの低い軽い靴）は「喜劇」をあらわすようになったし′“buskin”（底  

のあつい半長靴）は「悲劇」をあらわすようになった。そしてそれぞれの履物  
は，ミルトンのFラレグロ』と『イル・ペンセロソ』という一一対の詩を理解す  

るうえで，重要な役割をはたしているのである。   

サンダルはブレイクとミルトンを結ぶものである。しかしじつは，ミルトン  

がブレイクの体内に入るまえにも サンダルは詩のなかに出てきている。はじ  

めて出てくるのは詩の冒頭で，「詩人」とよばれる登場人物が永遠界の集会の  

席上 【 そこにはミルトンも列席していた－で語る物語のなかである。「詩  

人」がどういう名前で，どのような人物かほわからない。ただ彼は物語をする  

さい，永遠界の人々に警告を発している。「わたしの言葉をよく開け。それほ   
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あなたがたの永遠の救済となるのだから」と，なん度もくり返しながら（2菓  

25行；7菓16行；48行；9葉7行；11〔12〕薬31行）。彼の物語は植物的スペク  

ター的力にたいする警告であり，セイタンとパラマプロンという兄弟が主人公  

である。   

セイタンがパラマプロソに申し出をするところから，物語ははじまる。毎晩  

疲れて帰ってくるパラマプロソにかわって，パラマプロンの仕事を引き受けて  

やるというのである。セイタンはなん度も申し出るが，パラマプロンはそのた  

びにことぁる。しかしセイタンの熟bな懇願に根負けして，総督格のロスはと  

うとうセイタンにパラマプロソの持ち分の仕事を与える。自分の仕事をセイタ  

ンに与えたくなかったパラてプロンも，それ以上いやだといい張ると，「恩知ら  

ず」とセイタンから非難されるだろうし，ロスもセイタンの肩をもつだろうと  

考え，ロスの決定にたいして口出ししない。ところが，いざセイタンがパラマ  

プロンの仕事場で九一日働いてみると，たいへんな事態が生じる。パラマプロ  

ソの馬や耕作人たちほ荒れ狂い，仕事場ほ大混乱になったのである。   

セイタンの申し出の動機が，「詩人」によって問題とされる。一見それほ疲  

労したパラマプロンにたいする愛情や同情に満ちているかのようだ。しかし  

「詩人」の声は，セイタンの「ロスにたいする最初の暴君的な武義」（7薬5行〕  

を鋭く指摘する。セイタンは，兄弟愛からパラマブロソの仕事を引き受けたの  

ではなく，ロスを説きふせて自分の意志を押し通すために，つまり，自分の力  

をロスそしてパラマブロソにおよばすために，申し出をしたのだ。そう「詩  

人」は指摘する。   

パラマプロンもセイタンの「〔見せかけの〕穏やかさと思いあがり」を指摘  
し，セイタンの性質をつぎのように要約する。「正しい老を殺害しているとき  

にも兄弟のように見せかけ，自分を兄弟だと思ってさえいるが，じつほ暴君で  

ある」（7菓21－22行）。   

セイタンの暴君性はしだいに暴露されていく。彼は自分を非難するパラてプ  

ロソに胞を立て，パラマプロソを「忘恩と悪意」の罪で責めたてる。そしてつ  

いに「わたしだけが神だ。ほかには存在しない。すべての老をわたしのモラル  

的個性の法則に従わせよう」（9菓2526行）と宣言して，本性をあらわにす  

る。   

他者を自己の思い通りにしようという暴君性を，愛情と同情という偽りの仮  

面のしたに隠しもつセイタン。セイタンの本性にうすうす気づきながらも，非  

難されるのがこわくて面とむかってものをいえなかったパラマプロン。このパ   
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ラマプロソの言動は，セイタンが偽りの兄弟を演ずることを助長した。それば  

かりではない。パラマプロンもセイタンにおとらず，偽りの兄弟を演じていた  

るのである。自分の仕事をセイタンに与えたくなかったにもかかわらず，いや  

だと最後までいい切らなかったのは，恩知らずというレッテルをはられて，自  

分が傷つくことを恐れたからだ。彼も兄弟のふりをしたのである。セイタンに  

よって自分の仕事場が荒されたことを知ったときに，ほじめてパラマプpンほ  

兄弟ぶるのをやめて，セイタンを責めた。「どうして掛こ他人の仕事・義務が  

わかるというのだ」（7菓28行），と。しかしこの言葉は，パラマプロン自身に  

もあてはまるのである。セイタンがパラマブロンの仕事を一日引き受けている  

あいだ，パラマプロンはセイタンの仕事場で働いていた。そしてちょうどセイ  

タンがパラてプロンの仕事場に混乱を引きおこしたように，彼もまたセイタン  

の仕事場に混乱をおこしていたのだ。   

セイタンとパラマプロソのあいだに生じた憎悪とふたりの仕事場の大混乱  

を，どう処理していいのかわからなくて途方にくれた稔責任者ロスほ，「彼の  

左のサンダルをぬいで，それを頸のうえにのせた」（8菓11行）。頭にのせられ  

たサンダルは，証言するという聖書的意味あいをおびるかもしれない。セイタ  

／とパラてプロンノの「この嘆き日」（8菓20行）や「厳粛な嘆き」（8菓12行）  

を，つまり偽りの兄弟愛を証言するのかもしれない。偽りの兄弟愛の象徴とし  

てのサンダル。   

偽りの兄弟関係の物語を「詩人」から聞いたミルトンは，「自分の自我のな  

かにいるばくは，あのセイタンなのだ。ぼくはあの悪しき者なのだ」（14［15］  

葉30行）という認識に達する。ミルトソは，セイタンとパラマブロンの問題を  

自分自身の問題として認識したのだ。セイタンに代表されるスペクター的自我  

を，自分ももっていると悟ったのだ。そしてまえに見たように，神の衣服をぬ  

ぎ捨てて，「永遠の死」の世界へ旅立ち，ブレイクの体に入るのである。永遠  

界の集会の席上で「詩人」のよびかけに反応したのは，結局ミルトンひとりだ  

け。ほかの人々ほ，ただざわめきあうだけで，行動をおこさない。ミルトンの  

スペクター的自我ほ，ユリズソという人物としてミルト／の外に立ちはだか  

る。この外のスペクターとの戦いが『ミルトン』の大きなテーマになってい  

く。  
「外のスペクター」とことわったのほ，ミルトンのスペクター的自我は彼の  

内にも存在しているからだ。スペクターが外にも内にも存在するため，話が複  

雑になっていく。独立した存在であるかのような外のスペクターを消滅させる   
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かわりに，ミルトンは自己の内なるスペクターを抑制しようとするのである。  

「セイタン，ぼくのスペクターよ，おまえを消滅させる力が自分にあることを  

ぽくは知っている。［しかしそうはせずに］ほくほおまえのために自分自身を  

消滅させる」（38［43］薬29朗行）というミルトンの言葉を思い出してみよう。   

外のスペクター的自我（ユリズンあるいほセイタンとよばれる）をつくり直  

すた捌こ，ミルトンほユリズンと取っ組泉あう。「新Lい肉体を，その冷たい  

怪物につくって」（19［21］菓13行）やるために。たとえ相手が自分の「脳に冷  

たい液体をそそいで」「死を与えよう」としても，ミルトンほあくまで相手の  

ために生き，相手iこ「生を与える」つもりなのである（19［21［葉829行）。こ  
の行為によって，ミルトンは内なるスペクターを抑制すると同時に，外のユリ  
ズソをつくり直せるわけである。（11）   

このミルトンがプレイグの体内に入ったため，スペクターと対決する試練は  

ブレイクにも共有されることになる。そしてロスにも。ロスは「詩人」の物語  

のなかに出てきたが，ブレイクの友人としてもう一度登場してくる。ブレイク  

がミルトンのサンダルを自分の左足に結びつけるとき，ロスも「屈みこんでわ  

たし〔ブレイク〕のサンダルを結びつけた」（22［24］菓49行）。そして「わた  

し〔ブレイク〕ほ彼〔ロス〕とひとりの人間－こたった」（22［24］葉12行）そう  

だ。ブレイクとロスは，サンダルを結ぶという行為において，同一人物とな  

り，ミルトンのサンダルほブレイクのものであると同時に，ロスのものでもあ  

ることがあきらかにされる。ここでサンダルの物語ほ，円環をひとめぐりした  

ことになる。セイタンとパラマプロンの争いのときにロスがぬいで頚にのせた  

サンダルが，こんどほ足に結びつけられる。結ぶというのほ，ぬぐという行為  

とは逆である。逆の行為をすることによって，状況を反転させるのである。は  

じめのサンダルが象徴Lていた偽りの兄弟愛（セイタンとパラマプロンとのあ  

いだの）ほ，転覆させられた。其の兄弟愛の関係が，ぎゅっと結ばれたブレイ  

クのサンダルによって象徴される。ブレイクとロスの兄弟愛，そしてブレイク  

とミルトンの。   

さらにサンダルを結ぷ行為ほ，相手の体のなかに入る行為と等価になるらし  

い。サンダルを結ぶという行為で一体となったブレイクとロスは，『ミルトン』  

47菓のイラスト（園2参照）において，その合体の瞬間が措かれている。そこ  

には，しかしながら，サンダルを結んでいるふたりが措かれているのではな  

い。ロスがブレイクの肉体のなかに入る瞬間が措かれているのだ。炎を放って  

燃える太陽の円形内にいるロスは，その円から一歩だけ踏み出して，ブレイク   
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図 2   
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が屈みこんでいる岩石っぼい大地に，その足を置いている。これからプレイグ  

と一体になるところらしい。ブレイクのほうはうしろをふり返って，ロスの太  

陽円の中心をじっと見ている。おじけることなく，ロスを迎え入れる準備がで  

きているようである。詩文でサンダルを結ぶ行為として描写されていたもの  

は，絵画では他人の体に入るという行為で描かれているわけだ。サンダルを結  

ぷ行為と，他者に入る行為が等価なのである。他人の体への参入という行為  

ほ，まえに考察したように，スペクター的自我が抑制されていなければ可能に  

ならない。ミルトンがブレイクの体に入ったということは，あるいはロスがプ  

レイグの体に入ったということは，入る側も入られる側も，相手にたいして臼  

己をささげる用意ができていることを意味する。自己愛ではなく相手への愛  

一兄弟愛－が発揮されていることを意味する。  

7レイクの弟ロバートの出現  

ミルーンがブレイクの体のなかに入るまえに，もうひとつペつの，他者への  

参入行為がおこっている。それはセイタンとパラマプロソの物語を語った「詩  

人」が，ミルトンの体のなかに入ったことである。「詩人」は永遠二界の集会の  

席上で，偽りの兄弟愛の仮面つけたスペクター的自我の物語をした。しかしそ  

の物語にたいして，永遠界の人々は疑惑に満ちたざわめきの声をとどろかすば  

かりだった。ざわめきに恐れをなした「詩人」は，ミルトンの胸のなかに逃げ  

こむ。ミルトンも，他者が自分の体に入ってくるのをゆるしていたのである。   

ミルトンとブレイクは，ともに他者が自己の体のなかに侵入してくるのをゆ  

るしている。そして興味深いことに，他者の参入のあと，その他老の問題意識  

を受け継いでいく。「詩人」がミルーンのなかに入ったあと，「詩人」が弾劾し  

ていたスペクター的自我の問題ほ，ミルトン自身が取り組む問題となった。同  

じように，ミルーソがブレイクのなかに入ったあと，ミルーンがかかえる偽り  

の兄弟の問題は，ブレイクにも波及していく。   

とはいっても，ブレイクがそんな問題をかかえていることがどこに述べられ  

ているのか，考えあく■ねてしまう。詩文を読むかぎり，ブレイクの偽りの兄弟  

ほどこにも出てこないし，そもそも偽りにしろ本物にしろ，兄弟と名のつくも  

のの叙述は見あたらない。ところがイラストのほうには，出てくる。ブレイク  

の実在の弟ロバート・ブレイクが，37稟の全ページに大きく描き出されている  

のである。   
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弟ロバートのイラストばかりではない。ロバートの五葉まえにほ兄ウィリア  

ムのイラストが，これもまた全ページを使って措かれている。この二枚の絵画  

は同じポーズを描き出している。両腕を広げ，体をうしろに反りかえした姿勢  

で，下降してくる流星をいままさに足のつまさきに受けんとしている男のポー  

ズを。そのポーズが32菓（囲3参照）と37菓（図4参照）とでは，ちょうど左  

右対称となっている。そして32葉の絵には「ウイリアム」と書かれていて，37  

葉の絵には「ロバート」と書かれている。   

ウィリアムとロ／ミートの共通のジェスチャー，あの両手を開いて体をうしろ  

に反りかえすジェスチャーは，アードマンによって，自我を消滅させることの  

表象だと指摘されている。（12）この指摘は的を得ている。しかしアードマンは見  

落としているが，体を反りかえすジェスチャーと同じくらい重要な，自我消滅  

の表現がもうひとつある。目である。ウィリアムの目もロバートの目も，閉じ  

られている。目を閉じる，つまり見ることを否定するということと自我抑制と  

は，通ずるものがあるのではないか。   

視覚に訴える絵酎こおいて，「わたしは見る」という行為はもっとも基本的  

である。鑑賞者ほウィリアムを「見る」。鑑賞者の目は絵のどこをも見ること  

がでせ，絵に働きかけることができる。その人の目ほウィリアムをすみからす  

みまで見つめ，自由に解釈することができる。鑑賞者は「わたしは見る」とい  

う自己主張を確立するのである。しかし，こうした鑑賞者の視線を体いっぱい  

に受けるウィリアムには，それを見つめ返す日がない。ただ見られるだけだ。  

ウィリアムは目を閉じることによって，自己主張を放棄している。ウィリアム  

が目を閉じているのは，鑑賞者にたいしてだけではない。強い光の炎を放って  

下降してくる流星にたいしても，やほり目を閉じている。流星がミルトンであ  

ることは，詩文を読んだわたしたちにはわかっている。ミルトンにたいして，  

ウィリアムほ自我を主張することをきっぱりと捨て去っているのである。   

自我は消滅しても，ウィリアムのアイデンティティは失われていない。なぜ  

なら，この両腕を広げた人物がウィリアムであることが，すぐ了解されるから  

だ。それは，画面の上部に描かれたWILLIAMという銘のためである。下降  

する星から炎があがり，その炎のなかから「ウイリアム」の銘が浮かびあがっ  

てくる。この名文字が，ウィリアムのアイデソティティを保証してくれる。流  

星＝ミルトンの放つ炎によって，ウィリアム・ブレイクの肉体が閤のなかで映  

し出され，また「ウィリアム」の名文字も浮かびあがってくる。ミルトンにた  

いして自我を捨て去ったブレイクほ，おもしろいことに，そのミルトン＝流星   
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から真の自己のアイデソティティを確証されるのだ。ミルトンの強い炎によっ  

て，WILLIAMの名文字だけでなく，ブレイクの体のアウトラインが，黒い  

闇のなかでくっきりと照らし出されている事実は重要である。体のはっきりし  

たアウトラインを見せることは，真の自己を出現させることである。（13）この真  

の自己の出現が，目を閉じることと同時におこっている。すなわち，「わたし  

は見る」というアグレッシヴな主権確立を放棄することと同時におこっている  

のである。実の自己を出現させるには，自己主張的な自我を消滅させなければ  

ならないのだ。   

ここで少し意地の悪い見かたをすれば，ブレイクはひょっとしたら，流星の  

強い光を受けて，まぶしさのために目を閉じたのかもしれないとも考えられ  

る。それほど，流星の放つ炎は強い光を発しているのである。32実の農は，こ  

うしたあいまいさを含んでいる。しかし37稟には，あいまいさはない。同じよ  

うに星が下降して，今度はウィリアムではなくロバートの足に入るところを措  

いている。星からあがる炎は，赤々と燃えるさかる炎ではなく，ずっと弱い青  

白い炎になっている。炎がまぷしいからといって，目を閉じることはもうあり  

えないのである。それでもロバートはちゃんと目を閉じている。流星の炎の強  

弱に関係なく，ウイリアムもロバートも目は閉じるよう意図されていたよう  

だ。   

ロバートのアウトライソもはっきりと浮き彫りにされている。閉じられた  

目，はっきりしたアウトライン′，ともにウイリアムの場合と同じである。そし  

てもうひとつ，ROBERTという名前の銘もやはり画面の上部のほうに刻まれ  

ている。しかしロバートの場合，流星の炎ほ青白く小さいので，名前を照らし  

出すだけの力がない。名前は炎のなかから浮かびあがってくるのではなく，闇  

のなかで一部分だけが白くくり抜かれて，その自他のうえに書かれているので  

ある。まるで，ROBERT という銘板が掲げられているように。   

この名前の銘板ほ，炎のなかから浮きあがってきた，というような自然発生  

的な要素を否定する。わぎわざ枠をもうけて名前を書きこんだ，という人為的  

な要素が強く出てくる。ここには画家の意志が介入している。自己消滅をはた  

したがゆえに，ロバートのアイデンティティを保証してやろうという画家の意  

志が。   

ブレイク兄弟の息のあった自我抑制の姿ほ，『ミルーン』の冒頭に出てくる  

偽りの兄弟（パラマプロソとセイタン）の自我を主張しあう争いり姿とは正反  

対である。二組の兄弟の落差は，自我主張と自我抑制との落差であることが，   
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こうしてあきらかにされる。自分の利得のた捌こは平気で他者をむさぼり食  

い，兄弟愛という偽善的仮面のしたで兄弟を傷つけるセイタン組。それとほ対  

照的に，スペクター的自我を抑制し，真の兄弟愛を実践するブレイク兄弟組。  

詩文にあらわれないロバートが，イラストでポッと出現するなんて唐突すぎる  

という批評家たちほ，スペクター的自我の抑制による兄弟愛の達成にはロバー  

トが必要項だ，ということを読みとっていないのだ。二枚のブレイク兄弟の絵  

画ほ，真の兄弟関係の象徴として用いられているのである。（14）   

ところで二枚の絵画にかんして，ひとつ気になることがある。それらの置か  

れた位置である。32菓と37菓というように，離れて置かれている。見開きに並  

べて置かれているなら，兄弟が同じポーズをしていることがすぐわかるのに，  

5薬もあとなのである。それに，32菓と37棄にそれぞれ置かれなけれはならな  

い必然性がない。物語の進行に関係なく，詩文に割って入っているのである。  

なぜこのような配置にしたのか，なぞである。ひょっとしたら，詩文がみずか  

らの体のなかへ絵画の侵入をゆるしてこそプレイグの複合芸術が生まれのだ，  

ということを示しているのかもしれない。   

他者の体のなかへ入る，あるいは他者を自己の体のなかに入らせるという特  

殊な行為は，ブレイクにおいてほしばしばおこる。それがスベクタ∴一的自我を  

抑圧できるかどうかの，ノミロメ一夕ー㍉なのだ。ブレイクの登場人物のなん人か  

は，他者の体のなかに入ることをためらわないし，自己の体のなかに他者を入  

れることをためらわない。『ミルトン』のミルトンはブレイクの体のなかに入  

り，ブレイクは自己の体を他者が入る場として授供するのである。しかしこの  

行為ほ『ジェルサレム』になると，そう容易には行われない。『天国と地獄の  

結婚』の猿たちのエピソードで見たように，機会あらは他人の体をむさぼり食  

おうとする社会なのである。他者を自己の体に迎え入れるなんて，とんでもな  

い。むさぼり食われて，他者の滋養になるのがオチなのだから。  

体をおおって逃げるアルビオン  

『ジェルサレム』の冒頭に登場するアルビオンは，スペクター的人間のもっ  

とも覇者な例である。スペクター的自我を抑制しようなどということほ，彼の  

念頭に浮かぷはずもない。彼にとって，「わたしはあなたのなかにいて，あなた  

ほわたしのなかにいる」（Iamin you and youin me）という句にあらわさ  

れる親愛の人間関係は，狂気の沙汰にうつる。人の体のなかに入ることほ，そ   
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の人のなわばりを侵略すること以外のなにものでもないからだ。「偽りの友情   

で故に縛りつけ」（4棄25－26行）られ，奴隷化されてたまるか，とアルビオン   

は思うのだ。   

だから彼は，自分の体のなかに他者が入ってくるのを妨げようとする。アル   

ビオンの体に入ろうとするのは，ロスである。アルビオンをスペクター的存在   

にしようと操作する連中（「誘悪者たち」「犯罪者たち」〔31菓5行；29行〕）を  

見つけ出すため，ロスはじかにアルビオンの体のなかに入ろうとする。しかし  

入る行為は，アルビオンのかたくなな妨害に出あってしまう。アルビオンほ自  

▲分の体をおおって，ロスの進路を妨げるのである。  

．．．Albion fled moreindignant！revengefuleovering  

His face and bosom with petrific hardness，and his hands  

And feets，1est any should enter his bosom．  

（ル傲融伽33［37］．12－34［38］．2）  

ロスがアルビオンの体のなかに入ることほ，容易にはできない。『ジェルサレ   

ム』においては，参入にこぎつけるまでが大変なのである。これが『モルト   

ン』との大きなちがいである。『ミルトンよでの参入ほいかなる抵抗iこもあわ  

ず，とうぜんのことのように行われた。しかし『ジェルサレム』では，参入ま  

での言藤が詩の前半部の大きなテーマとなる。それぞれの詩の主要人物，ミル  

トンとアルビオンはどちらも「ぼくは永遠の死へ行くのだ！」（『ミルトン』14  

［15］菓14行；32行，『ジェルサレム』35［39］菓16行）と叫んでいるが，「永遠の  

死」の世界へ行く理由ほまったく連なのだ。ミルトンは，自分のスペクター性  

に気づきそれを矯正するた捌こ，スペクターの領域である「永遠の死」の世界  

へ，自分の意志で降り立つ。いっばうアルビオンは，スペクターに支配された   

自分にしがみつき，それを改めるどころかますますスペクター性を深めてい  

き，「永遠の死」へ落ちぎるをえなくなる。アルビオン自身，自分が「永遠の  

死」へ落ちていくことを知っている。体を覆いながら逃げるアルビオンに，ロ  

スが「きみはどこへ逃げるんだ」（35［39］葉15行）と聞いたとき，アルビオン  

ほ「はくほ死ぬ！ぼくほ永遠の死へ行くのだ」（35［39］葉16行）と答えたのだ   

から。   
永遠の死へ下降していくアルビオンを救うため，ロスは「アルビオンの友人  

たち」をよび集める。彼らは「降りてきて，7ルビオンのひざのまわりに，ひ   
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ざまづいた」（36［40］菓8行）。しかしアルビオンの荒廃をただ嘆くはかりで，  

なにもしない。その無気力な友人たちにたいして，ロスは長い演説をする。  

「なぜほくたちはここで震えて立っているだけなのか。糾こ救いを求めるだけ  

で，神が循っているぼくたち山身は，落ちていくあの人問に救いの手をさしの  

べもせすに」（38［43］菓12－14行）。こうしてはじまるロスの演説は，仲間を鼓  

舞してつぎのように終わる。  

Ⅰwi11not endure this thing！Ialone withstand to death，  

This outrage！Ah me！how sick＆pale you allstandround me！  

Ah me！pitiable ones！do you also go to deaths vale？  

Allyou my Friends＆Brothers！allyou my beloved Compan－  

ions！  

Have you also caught theinfection of Sin＆stern Repentance？  

Isee Disease arise upon you！yet speak to me and give  

Me some comfort：Why do you allstand silent？Ialone  

Remainin permanent strength．Oris allthis goodness＆pity，  

On王y  

That you may take the greater vengencein your SepulcherL  

（／βγ祝5αJg研38［43］．71－79）  

アルビオンの苦境をまえにして黙ってつっ立っている友人たちに，ロスはチタ  

リと皮肉をいう。きみたちはまさかアルビオンと同じ病気に感染してしまった  

のではないだろうな，と。偽装の「あわれみ」のしたで，相手を救うどころか  

傷つけてやろうとたくらむスぺクター的病気に。   

このスピーチのあと，『ジェルサレム』におけるもっとも感動的なシーソの  

ひとつが展開される。ロスに先導されて友人たちが立ちあがり，アルビオンを  

永遠の死から道の方向へ，エデンの方向へ運び出そうとするのである。  

‥atlenghth they rose  

With one accordinlove sublime，＆as on Cherubs wings  

They Albion surround with kindest violence to bear him back  

Against his willthro Los’s Gate to Eden：Four－fold；loud！  

Their Wings waving over the bottomlessImmense：tO bear   
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Their awfulcharge back to his native home：but Albion d8rk，  

Repugnant；rOlld his Wheels backwardinto Non－Entity  

Loud rollthe Starry WheelsofAlbioninto the World of Death．  

（Jgγ〟gαJg∽38［43］．8239［44］．7）  

ロスたちは「エデン」の方向ヘアルビオンを，力ずくで運びだそうとする。友  

情のために。いっぽうアルビオンほそれにさからって，「永遠の死」の方向へ  

懸命にもどろうとする。このはげしい押し合いの結末は，意外にも多数組の負  

けとなる。ロスの友人たちが，アルビオンの病気に感染してしまうからである。  

「アルビオンの病気にかかって，彼らが見ているものになってしまう」（39［44］  

葉32行）からである。ロスが友人たちに皮肉のつもりでいったことが，本当に  

なってしまっ釆二。   

アルビオンをスペクターの病気から救い出してやろうとしていた者が，まさ  

にスペクターになってしまう。ミイラとりがミイラになった。ロスだけほ感染  

をまぬがれたらしい。しかし免疫力の強いロスといえども，アルビオンの体の  

なかに入ったりしたら，もろに病気に感染してしまうかもしれない。アルビオ  

ンの病巣を見つけるためにその体内を探索することは，恐ろしい病気に感染す  

るリスクをともなうのである。  

「ロスのスペクター」の主張  

もしロスがスペクターの病気に感染したら，アルピオソを助けるどころか，  

かえって傷つけてそのうえに立とうとするだろう。そうなると，敵意に突き動  

かされた人間関係ができあがってしまう。アルビオンを救えるかどうかほ，ロ  

スがスペクター的にならずにすむかどうかにかかっている。ロスをスペクター  

的にしてやろうと待ちかまえる「ロスのスペクター」なる人物が登場するが，  

この人物にふりまわされることなく，アルビオンのために意志を貫きとおせる  

かどうかが，ロスの試練だ。  

「ロスのスペクター」は，アルビオンを敵対視するようにロスをけしかける。  

「ロスのスペクター」はアルビオンをそうとう嫌っているようである。もっと  

もスペクターとは本来，自分以外の人間をすべて敵視して，他人を自分の勢力  

下に組み入れようとする自己拡大欲の擬人化なのであるが。それにしても「ロ  

スのスペクター」はなぜ，執拗なまでにアルビオンを嫌うのか。その理由は，   
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彼がロスに投げつける言葉からあきらかiこなる。  

41  

．‥Wilt thou stillgo on to destruction？  

Tillthylifeis alltaken by this deceitfulFriendship？  

He drinks thee uplike water＝ikewine he purs thee  

Into his tuns：thy Daughters are troddenin his vintage  

He makes thy Sons the trampling of his bulls，they are plow’d  

And harrowd for his profit，lo！thy stolen Emanation  

Is his garden of pleasure！allthe SpectresofhisSonsmockthee  

Look how they scorn thy once admired palaces！nowin ruins  

Because of Albion！because of deceit and friendship！  

（Jβγ〟∫dJβ刑7．9」7）  

「ロスのスペクター」によると，アルビオンほロスの友情を仇で返したらしい。  

アルビオンによって，ロスの妻（ェマネイション）は強姦される。息子たちほ  

「すき」や「まく■わ」で，さらに雄牛に引かせた農耕機で耕される。彼らは農  

作物として収穫されるらしい。娘たちも同じように刈り入れられるが，こちら  

ほブドウのような作物として措かれている。なぜなら「刈り入れのとき足で踏  

みつけられる」からだ十－1ワインにされるために。   

ロスの息子や娘たちだけが，アルビオンの食べものや飲みものにされるので  

はない。ロス自身，水やワインとしてアルビオンに飲みほされてしまう。ロス  

ほ飲食物としてアルビオンの体内に取りこまれ，やがて消化されてしまうので  

ある。ロスがアルビオンの体のなかへ入ることは，新しい人間関係の可能性の  

第一歩になるはずだったのiこ。相手の体のなかへ入ることは，ロスに破滅と死  

しかもたらさない。   

アルピオソは，強者が弱者を食いつくすというスペクター的行為のマニュア  

ルにしたがって行動している。暴虐のかぎりをつくされたロスが返すべき行動  

は，スペクターのマニュアルによれば，復讐である。だから「ロスのスペクタ  

ー」ほ，もうすでに大きな被害を受けたのだから，はやく復讐をしよう，とロ  

スをうながす。   

この「ロスのスペクター」は，ロスのもつスペクター的要素が擬人化されて，  

ひとりの人間としてロスの外部に表象されたものだ。本来ほロスの内部にある  

ほずのものである。ロスほこうしたスペクター的感情が，自分のなかにムラム   
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ラ沸きおこるのを感じているようだ。なぜなら彼は「ばくのスペクターがばく  

のうえに立ちあがるのが感じられる」（33［37］薬2行）と告白しているから  

だ。またアルビオンにむかって，「きみほまちがいなく，ほくのスペクターを  

怒らせてきみのスペクターに立ちむかぁせる」（33［37］菓5行）ともいってい  

る。   

もしロスが「ロスのスペクター」の忠告にしたがって復讐を実践したら，ロ  

スとアルビオンほみごとにスペクター的人間関係を形成することになるだろう。  

それほ侵略と略奪をくり返す破壊的人間関係である。相手を傷つけたり殺した  

りして自分の勢力を拡大していく。すると，傷つけられた相手はやり返そうと  

して，スペクター的人間の第二号ができあがるのである。やられたら復讐する  

という図式は，人々をスペクター的循環のなかへ引きずり入れる。そのような  

スペクター的人間関係は，アルビオンが主張しているように，「人ほ他人の死  

によって生きる」（『ジェルサレム』42菓49行）関係といえるだろう。復讐のは  

てしないくり返しが続くスペクター的人間関係を，ブレイクはさらにつぎのよ  

うに要約する。  

Hark！＆Record the terrible wonder！that the Punisher  

Mingles with his Victims Spectre，erlSlaved and tormented  

To him whom he has murderd，boundin vengeance＆enmity．  

（／gr〟∫αJg∽47．1416）  

だれかを傷つけると，傷つけた者は復讐されて，こんどは自分がやられる立場  

になる。殺害した暑が殺害される。苦しめた者が苦しめられる。はてしない復  

讐の循環。そこに引きこんでしまうスペクター的力に，ブレイクはこだぁって  

いるようである。   

このような復讐の循環にとらえられた人々が，たがいの体に入りあうような  

ことがおこると，悲惨な状況が生じる。相手の体への参入は，新しい人間関係  

の第一歩となるどころか，相手を体の内から痛めつけるだけのことになる。体  

内に入った老を「虫」（寄生虫のイメージ）にたとえて，ブレイクはスペクター  

的人間関係をつぎのように表現している。  

Andif any enterinto thee，thou shalt be an Unquenchable Fire  

And he shallbe a never dying Worm，mutually tormented by   
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Those that thou tormentest，a Hell＆Despair for ever＆ever．  

（Jgγ㍑5αJβ∽17．45－47）  

入った者は「永遠に死ぬことのない虫」となって，宿主を苦しめる。いっばう  

宿主も「けっして消えることのない火」となって，入ってきた寄生虫を苦しめ  

る。体の内から食いつくす虫，その虫を燃きつくす火。  

7ルピオンの体に入ったロス  

ロスがアルビオンの体に入るのは，「虫」となってアルビオンを内から苦し  

めるためではない。むしろすでにアルビオンの体内に入りこんでいる「虫」を  

突きとめて，アルビオンを「虫」と「火」のスペクター的悪循環から救い出す  

ためだ。お尋ね者の「虫」たちは，アルビオンを荒廃へいぎなう「誘惑老た  

ち」とよばれている。  

So Losinlamentations followd Albion．Albion coverd，  

His western heaven with rocky cIouds of death＆despa上丁．  

FearingthatAlbionshouldturnhisbackagainsttheDivineVision  

Los took his globe of fire to search theinteriors of Albions  

Bosom，in a11the terrors of friendship，entering the caves  

Of deapair＆death，tO SearCh the tempters out，Walking among  

Albions rocks＆precipices！caves ofsolitude＆dark despair，  

Andsawevery Minute ParticularofAlbion degraded＆murderd  

But5aWl】Ot by wわ0工n．  

（Jgγ〟5αJg∽44［30］．41－45［31］．8）  

しかし，いくらロスがアルビオンの暗い体内を歩きまわっても，アルビオンを  

病気にさせ荒廃させている「誘惑老たち」は見つからない。   

そのうちにロスほ，自分のしていることが無意味なのでほないかと不安にか  

られて，泣きながら言葉を発する。  

What shal！Ido！what couldIdo，ifIcouldfindtheseCriminals  

Icouldnotdaretotakevengeance；forallthingsaresoconstructed   
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And buildedbytheDivine hand，that the sinner shallalways es－   

Cape，  

Andhewhotakes vengeance aloneisthecriminalof Providence；  

1fIshould dare tolay my finger on a grain of sand  

In way of vengeanCe；Ipurlish the already punished：O whom  

ShouldIpityifIpity not the sinner whois gone astray！  

（／gγ甜∫αJg椚45［31］．2935）  

「犯罪者たち」を見つけ出しても，彼らを罰することほロスiこはできないとい  

う。罰すること，つまりアルビオンの受けた被害にたいして復讐することは，  

傷つけられたら復讐するというスベクタ〉的悪循環のなかに自らを組みこむこ  
とだから。スペクター的悪循環を断ち切ろうとするロスは，ならば，たとえ犯  

人たちを見つけ出しても，なにもできないわけだ。   

ロスはアルビオンやその息子たちに，復讐を放棄してくれと頼むだけしかで  

きないと悟る。もっとも，頼んでわかってもらえるような相手でないことは，  

ロス自身承知している。「アルビオンの息子たちに復讐をやめさせるにはどう  

したらいいのだろう。どうやって彼らを説得したらいいのだろう」（45［31］薬  

37－38行）と困惑しているからだ。けれど彼ほ，アルビオンにひどい仕打ちを  

受けようとも，またたとえ「ロスのスペクター」がいうように，自分の「命が  

この偽りの友情によって奪われ」てしまい「破滅」をむかえようとも，アルビ  

オンをスペクター的状態から目覚めさせるために自分のすべてをささげる決心  
をしている。「ぼくは自分のために行動しない。アルビオンのために，ぼくほ  

いまこうして存在しているのだ」（8葉17－18行）と宣言したように。   

しかしアルビオンの体のなかへ入っても，ほんとうにロスほなにもできずに  

いるのだろうか。『ミルトン』の場合，ひとりの人間がもうひとりの人間の体  

のなかへ入ることは，新しいアクションを生み，プロットを展開させていっ  

た。『ジェルサレム』でほ新しいアクションは生じないのだろうか。たしかに  

ロスがアルビオンのなかに入っても，アルビオンはいぜんとして病身で「死の  

床」に横たわている。だが，意外な方向へプロットは展開していく。アルビオ  

ンの体内で，ロスほ病気を引きおこした犯人たちと対崎するかわりに，なんと  

自分自身のスペクターと対決することになる。アルビオンをスペクターという  

病気から救うことは，ロス自身が自分のスペクター的部分を抹消する行為にす  

りかわる。   
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「ロスのスペクター」を消すことが，『ジェルサレム』の後半におけるロスの  

大仕事となっていく。終末近くで，彼はとうとう自分のスペクターを打ち砕  

く。金床で槌をふるってスペクタ→を砕くのである。自分の一部を打っわけだ  

から，激しい苦痛をともなうし，涙が出てとまらない。  

．．．Los beheld undaunted furious  

His heavd Hammer；he swungit round＆at one blow，  

In unpitying ruin driving down the pyramids of pride  

Smitingthe Spectre on his Anvi1＆theinteguments ofhisEye  

And Ear unbindingin dire pain，With many blows，  

Of strict severity self・Sut）duing，＆with many tearslabouring．  

（ルr〝5αJg椚91．4ト46）  

「ロスの」スペクターはみるみる形をかえ，彼が象徴する「ピラミッドのよう  

に巨大なプライド」は破壊される。すると不思議なことに，アルビオンの目覚  

めが続いておこるのである。   

アルビオンは自分が死の眠りをむさぼっていたあいだに，自分のスペクター  

にあやつられ動かされていたことに気づく。スペクターすなわち「ぼくの残忍  

な白我」や「ぼくり自己」が，ジーザスに反抗していたことに気づくのである。  

Albion said．O Lord what canIdo！my Selfhood cruel  

丸farcIleS agajnst thee decejtfulfrom5jnai＆from Edom  

Into the Wilderness ofJl】dah to meet theein his pride  

Ibehold thc Visions of my deadly Sleep of Six Thousand Years  

DazlingaroundthyskirtslikeaSerpentofprecious stones＆gold  

Iknowitis my Self：O my Divine Creator＆Redeemer．  

（♪γ〟ぶα／e椚96．8－i3）  

いったん目覚めると，アルビオンの変身ほほやい。これまでは偽りの友情を押  

しつけてくる敵にみえていたロスを，「ばくの友人」（96菓22行）とよぷように  

なる。さらにロスの 【 正確にいえほ，ロスそっくりに見えるジーザスの一  

身の危険を心配するあまり，自己の身の安全はどうでもよくなってしまうので  

ある。あれほど固執していた「自己」なのに。雲がモクモクと襲ってきて，ア   
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ルビオンとロス（ジーザス）のふたりをぷっつりと隔ててしまった。その雲の  

出現によってロス（ジーザス）に危険がおよぷとすれは，アルビオンにも同様  

な危険がおよぷはすだ。しかしいまのアルビオンほ，自分のことよりも友人の  

身の危険のことで頭がいっぱいなのである。  

．the Cloud overshadowing divided them asunder  

Albion stoodin terror：nOr for himself but for his Friend  

Divine，＆Self waslostin the contemplation of faith・  

（／gγ〝5αJg椚96．29－31）  

ロスがアルビオンの体内でロス自身のスペクターと対決する。ブレイクらし  

い飛躍的な図式である。「他者」を救おうとしてその体に入ったはずなのに，  

そのなかで「自己」と対決することになろうとは。アルビオンがスペクター性  

から脱却できるかどうかほ，ロスが自分のスペクターを打ち砕くのに成功する  

かどうかにかかっているとは。ブレイクにおいて，相手の体のなかに自分の身  

を投じることほ，結局，自分のスペクター性を打ち砕くことなのだ。相手を仁l  

分の勢力下に組みこもうという，力への欲望を粉砕することなのだ。  

「インテレクチュ7ルな戦い」  

相手の体のなかに入ることほ，肉体という境界線をこえる侵犯の行為であ  

る。肉体を貰いてなかへ入ることほ，ブレイクのもうひとつの重要な貫きのイ  

メージと重なる。槍や矢のような鋭利なもので貫くイメージと。槍や矢で相手  

を貫くことほ，“intellectualwar”とか“IntellectualBattle”とブレイクが  

よぶ戦いの行為である。人間は本来この戦いを行うべきなのだ，とブレイクの  

登場人物たちは口々にいう。まず「聖なる家族」がアルビオンにこう教える。  

．‥Albion！Our wars are wars oflife，＆wounds oflove，  

Withintellectualspears，＆longwinged arrows of thought・  

（／gr祝5αJg椚33［37］．14－15）  

「槍」と「矢」がさっそく出てくる。その槍が「インテレクチュアル」であると  

いう。“Intellectual”という言葉は，「知性の，知的な＿．という意味でほなく，   
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いまではもうすたれてしまった「精神的な，非一物質的な」という意味で用い  

られている。ちなみにOgβでほ，そのすたれた意味がつぎのように定義さ  

れている。  

Apprehensible only by theintellect or mind，nOn・material，  

Spritual；apprehended by theintellect alone（as distinguished  

from whatis perceived by the senses），ideal．  

十七世紀や十八世紀にはこの意味で使われることが多かった。たとえば，フラ  

ンシス・ベイコンが“irlteユ1ec拍aユ”を“ma亡erjal”と対比させたのをOg♪  

は引用しているし，（15）またシェリーの詩“HymntoIntellectualBeauty”の  

“Intellectual”にしても「五官でほとらえられない，精神的理想的な」という  

意味で使われている。   

プレイグの「聖なる家族」が言及した“intellectualspears”は，べつの箇  

所で“the Spiritualand not the NaturalSword”（52菓）とよはれている。  

“Intellectual”ほ“Spiritual”と互換性があり，それは“Natural”と対立す  

ることがわかる。ブレイクの「インテレクチュアルな戦い」ほ精神的なもので  

あって；いわゆる物理的な戦い（たとえば『天国と地獄の結嬉』の猿たちの肉  

体的な戦い）でほない。つぎの『四ゾア』からの引用でほ，物理的肉体的な戦  

いを“the war of swords”とよび，理想的な“intellectualwar’’をそれと  

ほほっきり区別している。『四ゾア』の最終乱 立ちあがったアーーソナが「イ  

ソテレクチェアルな戦い」の準備をととのえようとしている場面である。  

．‥ Urthona rises from the ruinous walls  

In a11his ancient strength to form the golden armour of science  

ForintellectualWar The war of swords departed now．  

（ダ0〟γZoα59．852－854）  

これからいよいよ理想的な戦いがはじまるというところで，『四ゾア』は終わ  

ってしまっているので，「イソテレクチェアルな戦い」の実体はわからないま  

まだが。   

ただ，その戦いが「喜び」であることほ，アルビオン風の病気にかかった  

「戦士たち」が証言している岬「かつては人間はインテレクチュアルな喜び   
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とエネルギーでいっぱいだった」（『ジェルサレム』68菓65行）。「戦士たち」ほ，  

人間本来の戦いありかたを羨望をまじえて語っているのである。しかしもっと  

具体的に，その戦いを説明できないものだろうか。精神的な武器で相手を突き  

刺して，「愛の傷」（「聖なる家族」がアルビオンに語ったなかに出てくる言葉）  

を負わせるとほ，どんなことなのだろうか。   

じつは精神的な戦いが『ジェルサレム』の最後でおこりほじめる。そこでほ  

「愛の戦い」（97菓14行）とよびかえられているが，その戦いは，アルビオンが  

死の眠りから目覚めたことがきっかけでおこる。彼が弓を手にとると，四人の  

ゾアたちも弓を手にする。矢がつがれ，はなたれる。その矢は，とうぜんのこ  

とだが“the Arrows ofIntellect”とよほれる。矢ほなにを貫いたのか。  

．loud sounding flew the flaming Arrow fourfold  

MurmuringtheBow－Stringbreatheswithardor，Cloudsro11round  

the horrlS  

Of thewide Bow，loud sounding Winds sport on the Mountains  

brows：  

The Drujd Spectre was Anr］i】1ilate】011d thu7・dring rejojcjng ter－  

rific vanisbing  

FourfoldAnnihilation＆attheclangorofthe ArrowsofIntellect．  

（ルr〃∫〃Jg∽98．37）  

アルビオンと四人のゾアたちの矢が貫いた対象ほ，明記されていない。しかし  

矢がうなりをあげて飛んだとき，「スペクター」は同じく大音響をひびかせて  

「消滅する」のである。スペクターが射落とされたことが暗示されているのだ。   

スペクターが消滅することが，戦いの第一段階だとすると，それに続く第二  

段階は，戦う老たちのあいだで不思議な会話が交わされることである。  

And they［the combatans or the Four Zoas］convesed together  

in Visionary forms dramatic which bright  

RedoundedfromtheirTonguesinthunderousmajesty，inVisions．  

（／eγ〟ざαJg椚98．2829）  

戦いの実体は，会話なのだ。しかしその会話は，およそふつうの会話らしくな   
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い。会話をすると，戦う着たちは「劇的なヴィジョンのかたち」になるとい  

う。体が変貌するのである。それはどのような「かたち」なのか，もう少しあ  

とに出てくる詩行が説明してくれる－“theywalkedTo＆froinEternity  

as One Man reflecting eachin each＆clearlyseenAndseeing”（98．38r  

40）．相手の体のなかに自分の姿を映し出すということほ，わたしたちが考察  

してきた相手の体への参入がおこるということなのである。この体のなかへ入  

り入られる「会話」の状態は，登場人物たちによってなん度か言及される。た  

とえば，病気にかかったアルビオンが，いまの自分はもうだめだと絶望におち  

いるとき，ありし日の理想郷をこう形容する。「再生のヴィジョンのなかで，  

たがいに相手の胸のなかにいた」（24葉45行），と。ロスはもっとはっきりと，  

体のなかへ入り入られる「会話」を描写する。  

Whenin EteIlity man converses with Man they enter  
Into each others Bosom（which are Universes of delight）  

In mutualinterchange．  
（Jgr〟5αJg椚8臥3－5）  

ここまできたわたしたちは，ブレイクの不思議な等式に気づく。精神的な戦  

いをすること＝会話をすること。会話をすること＝たがいの体（胸）に入りあ  

うこと。たがいの体に入ること＝スペクターを粉砕すること。スペクターを消  

滅させること＝精神的な戦いをすること。すべての行為が，等記号で結ばれて  

しまう。しかもこの等式には，もっと多くの項目が結びつけられうる。いま引  

用したロスの言葉には，会話をすること＝たがいの体に入りあうこと，という  

等式があるが，その言葉の続きにほ，またひとつ新い、項目が登場しているの  

である。  

‥and first their Emanations meet  

Surrounded by their Childre11．if they embrace＆comirlgle  

The Human Four-fold Forms mingle also in thunders of Intellect 
Butif the Emanations mingle not；with storms＆agitations  

Of earthquakes＆consuming fires they rollapartin fear  
For Man cannot unitewith Man but by their Emanations．  

（ルr〟5αJg椚88．510）   
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人間が（というよりも男性が）たがいの体に入りあうためには，まず彼らのエ  

マネイション（女性）どうしが混じりあわなけれはならない。エマネイションど  

うしが肉体という境界線をこえて混じりあってこそ，人間どうしも“Intellet”  

のとどろきのなかで混じりあうことができるという。男性どうしがたがいの体  

に入りあうこと＝女性どうしが混じりあうこと，という等式の完成だ。男性の  

「インテレクチュアルな戦い」が成立するた捌こは，女性がかなめとなるので  

ある。わたしたちの考察ほ，こうしてさらに射程が広がり，男性／女性の問題  

へとむかわぎるをえなくなっていく。  
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園 5   


